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渡
　
部
　
和
　
雄

東
歌
三
三

五
三
に
、

あ

ら
た
ま
の
伎
倍
の
林

に
汝

を
立
て

て
行

き
か

つ
ま
し
じ
移
乎
佐
岐

太
多

尼

と

い
う
歌
が
あ

る
。
こ

の
第
五
句
に

つ
い
て
、

『
大
系
　

万

葉
集
』
　

先

に
寝
て
下

さ
い
。

と
、
こ

こ
で
は

〈
眠

る
〉

方
を

い
う
て
い

る
。

『
校
注
　

東
歌
・
防
人

歌
』

で

は
、

訳
文

を
、

眠
を
先
立

た
ね

士

と
し
て
、
頭
注

に
「
共

寝
を
別

れ
に
先
き
立

た
せ
て
ほ
し

い
。
ま
ず
一
緒

に
寝
て
お

く
れ
。
」

と
い
う
。
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『
全
訳
注
』
　
　ま
ず
共
寝
を

し
よ
う
よ
。

『
角
川
文
庫
　

万

葉
集
』
　

何

は

さ
て

お
き
、
寝

る
こ

と
を
先
立
て

よ
う
。

『
全
集
』
で

は
「
寝
を
先
立

た
ね
」
と
訓

ん
で
、
「

先
立
ッ

は
、
あ

る
事
を
他

の
事
よ
り

も
先

に
す

る
意

。
」

ま
ず
一
緒
に
寝

よ
う
。

と
す

る
。

『
集
成
』
　
　（
素
通
り

な
ん
か
と
て

も
で

き
そ
う

に
な
い
）

何

は
お
い
て
も
、
寝

る
こ

と
、
そ

い
つ
を
先
立
て

よ
う
。

こ

れ
ら
に
対
し
て
、

『
全
注
』

の

〔
考
〕
部
「

寝
を
先

た
ね
」

で
は
、

。
こ

の
結
句

を
「
先

ず
一
緒

に
寝
て

お
く
れ
」
「
先

に
寝
て
下

さ

い
十

の

も
は
っ
き
り
し

な
い
。
″

と
い
う
。
そ
し
て

、

い
ず
れ
に
解
し
て
も
T
首
が
ど
う
い
う
場
合
の
歌
な
の
か
ど
う

。対

し
て
古
典
集

成
は
「
素
通

り
な
ん
か
で

き
そ
う
に

な
い
」
で
あ
る
。
こ
れ
な
ら
わ
か
る
。
男
は
旅
に
な
ど
出
る
の
で
は
な
い
。
妻
も

伎
倍
の
林
ま
で
夫
を
送
っ
て
来
だ
の
で
は
な
い
。
伎
倍
の
林
に
女
が
い
た
。
男
は
そ
め
ま
ま
通
り
過
ぎ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
何
は

と
も
あ
れ
一
緒
に
寝
よ
う
と
思
い
、
そ
れ
を
女
に
言
っ
た
ノ

と
考
え
る
。
「
こ
う
考
え
れ
ば
一
応
は
納
得
い
く
。」
と
い
う
。

し
か
し
こ
れ
で
も
、
人
間
が
正
気
で
話
す
文
脈
と
い
う
も
の
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

〈
共
寝
〉
な
ど
と
い
う
こ
と
の
環
境
と
い
う
か
雰
囲
気
に
つ
い
て
は
古
代
東
国
人
の
方
が
平
成
の
学
者
な
ど
よ
り
は
よ
く
知
っ
て
い
た

だ
ろ
う
。
そ
れ
は
近
代
的
な
も
の
の
裏
側
の
精
微
さ
で
あ
っ
て
、
〈
共
寝
を
別
れ
に
先
立
た
せ
る
〉
な
ど
と
い
う
説
明
よ
り
は
、
ず
っ
と

以
前
の
承
知
な
の
で
あ
ろ
う
。
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日
本
で
は
文
学
と
い
う
テ
キ
ス
ト
も
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
へ
の
文
学
論
も
、
ま
だ
言
葉
の
〈
文
脈
〉
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
は
な

い
か
。
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
三
五
四
年
十
一’
月
十
三
日
に
生
ま
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
仁
徳
天
皇
四
十
二
年
と
い
う
の
に
当
る
。
『
告
白
』
は

四
〇
〇
年
頃
。

ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
方
が
人
間
の
言
葉
の
文
脈
で
は
大
分
ま
さ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

た
と
え
ば
体
育
大
会
な
ど
と
い
う
も
の
が
行
わ
れ
て
、
そ
こ
に
聖
火
と
い
う
も
の
が
添
加
さ
れ
る
。
し
か
し
〈
聖
な
る
も
の
〉
と
体
育

と
い
う
の
は
、
無
限
の
対
極
に
あ
る
も
の
な
の
で
は
な
い
か
。

㎜

㎜

〈
寝
を
先
立
だ
ね
〉
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
み
る
と
、
古
事
記
の

毛
女
那
賀
示
　
伊
波
那
佐
牟
遠

に
つ
い
て
西
宮
一
民
氏
は
（
寝
　
寵
）
と
訓
ま
れ
、

毛
女
那
賀
迩
　
伊
遠
斯
那
世

を
二

寝
　
霖
）
と
訓
ま
れ
て
い
る
。

『
記
紀
歌
謡
全
註
解
』
　（
相
礒
貞
三
）
に

寝
は
寝
さ
む
を
I
御
寝
み
に
な
り
ま
し
よ
う
も
の
を
の
意
。「
寝
」
は
、
睡
眠
と
い

サ
行
四
段
に
活
用
し
て
敬
語
と
な
っ
た
も
の
。

つ
意

の
名

詞
。
「
寝

さ
」

は
、
動
詞
「

寝
」

が
更

に
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と
あ

る
。

即
ち
、
「

い
」
（
眠
・
寝
）
－

「

な
す
」
（
寝
）

は
関
係
的
に

く
い
は
な
す
〉
〈
い
を
な
す
〉

と

い
う
風

に
表
現

さ
れ
て

い
る
の
で
あ

る
。

「

い
は
」
と

い
う
副
助
詞
、
√
王
格
風

と

「

い
を
」
と

い
う
連
用
修
飾
格

の
関
係

は
後
々
面

白

い
が
、

さ
し
当

り
人
寝
を
寝
〉

の
関
係
表
現

を
基
礎
と
し
て

考
え

る
と
「

寝
を
先
立

た
ね
」

と

い
う
表

現
は
大
変
稀

な

も
の
に
な
ろ
う

。

万
葉

集
で
は
、

四
六
　

寝
毛

宿
良
目
八

方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

四
八
五
　

寝
宿
難
示

登

六
三

九
　

寝
不
所

宿
家

礼

一
七

八
七
　

五
十
母
不

宿
二

一
七
八
八
　

寝
不

宿
恋
流

二

五
五
六
　

寝
者
不

眠
友

三

一
二

六
　

寝
不

所
宿

二

五
九
三
　

宿
不

所
寝

二

六
五
四
　

寝
不
宿

二
八
四
四
　

寝
之
不
寝

三
〇
九
二
　

寝
宿
金
鶴
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三
二
六
九
　
宿
毛
寝
金
手
寸

三
二
七
七
　
眠
不
睡

三
二
九
七
　
眠
不
睡
示

ま

た
「
公

常
不
宿
」
（
い

と
み

ら
れ
る
。

音
仮
字

で
は
、

ね
ず
了

、
「
宿
不
勝
苦
者
」
（
い
ね
か
て
な
く
は
）
な
ど
は
「
宿
」
だ
け
を

くい
ね
〉
と
訓
ん
で
、
一
語
意
識

三
六
七
七
　
伊
能
祢
良
延
奴
示

三
三
八
〇
　
伊
能
年
良
延
奴
示

三
三
八
四
　
伊
能
祢
良
要
奴
毛

三
九
六
九
　
伊
母
祢
受
か

四
四
〇
〇
　
伊
手
祢
受
乎
礼
婆

〈
ヤ
ス
イ
〉

八
〇
二
　
夜
周
伊
斯
奈
佐
農

三
一
五
七
　
安
寝
毛
不
宿
示

三
六
三
三
　
夜
須
伊
毛
祢
受
亘

三

七
七
一
　

夜
須

伊
毛
祢
受
1
　

四
一
七
七
　

安
寝
不
令
宿

四
一
七
九
　

安
宿
勿
令

寝
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〈
ウ
マ
イ
〉

二
三
六

九
　

味
宿
不
霖

二
九
六
三
　

味
宿
者
不

寝
哉

三
二
七
四
　

味
眠
不
睡
而

な
ど
と
み

ら

れ
る
よ
う
に
、
〈
イ
〉

は

〈
ネ
〉

と
共
存
、
〈
宿

と
寝
〉

と
の
関
係

と
し
て

あ
る
。
ま
た
、

一
九
四

九
　

朝
宿
疑

将
霖

の
よ
う
な
表
現
と

し
て
存
在
し
て

い
る
。

一
方

、
東
歌

と
い
う
の
は
、
ほ

と
ん
ど

〈
ネ

音
〉

の
歌

な
の
で
あ

る
が
、
〈
イ
〉

が
使
わ

れ
る
こ

と
は

な
い
。

三
三
七

〇
　

比
母

登
可
受

祢
牟

三
三

八
八
　

為
祢
1
　夜
良
佐
祢

三
三

九
五
　

万
多

祢
天

武
可
聞

三
三

九
六
　

左

祢
射
良
奈
久
示

三
四

〇
四
　
（
奴
礼
抒

安
加

奴
乎
）

三
四

一
四
　

佐

祢
乎
佐
祢
五
婆

三
四

四
二
　

夜

麻
示

可
祢
牟
毛

三

四
六
一
　

佐
宿
示

安
波
奈
久
示

三

四
六
五
　
（
奴
流
我

倍
示

）

三

四
六
六
　
（
奴
礼
婆

許
登
示

豆
）

佐
祢
奈
敞
波
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三
四

七
一
　

祢

都
追
母

安
良
牟
乎

三
四

七
三
　

祢
毛
等
可

児
呂
賀

三
四

八
七
　

宿
莫

奈
那
里
示

思

三
四

八
九
　

左
祢

度
波
良
布
母

三
四

九
〇
　

須
恵
波
余

里
祢
牟

三
四

九
四
　

宿
毛
等
和

波
毛
布

三
四

九
七
　

左

宿
佐

官
亘
許
曽

三
四
九

九
　

祢
呂
等
敞

奈
香
母

三
五

〇
〇
　

祢
乎

遠
敞

奈
久
示

三
五

〇
四
　
（
左
奴
流
夜
曽

奈
伎
）

三
五

〇
五
　
（
弧
悲
天
香
眠

良
武
）

三
五

〇
九
　

宿
奈
敞

抒
母

三
五

一
八
　

伊
射

祢
之
売
刀

良

三
五
二
二
　

児
呂
等
左

宿
之
香

三

五
二

五
　

伊

麻
太

宿
奈
布
母

三
五
二

九
　

祢
奈
敞

古
由
恵
示

三

五
四
三
　

伊
末

太
年
那
久
示

三

五
四

四
　

左

宿
而

久
也
思
母
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三
五
四
五
　
為
祢
号
己
麻
思
乎

三
五
五
〇
　
伎
曽
比
登
里
宿
而
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十

三
五
五
三
　
伊
里
号
祢
麻
久
母

三
五
五
四
　
伊
里
号
祢
末
久
母

三
五
五
五
　
宿
莫
敞
児
由
恵
示

三
五
五
六
　
左
宿
都
礼
婆

三
五
六
二
　
比
登
里
夜
宿
良
牟

三
五
六
五
　
宿
受
夜
奈
里
奈
牟

三
五
七
七
　
曽
我
比
示
宿
思
久
＼

防
人
歌
で
は
、

四
三
二
I
　
加
曳
我
牟
多
祢
牟

四
三
四
八
　
夜
須
久
祢
牟
加
母

四
三
五
一
　
伊
努
礼
等
母

イ
ノ
レ
（
い
ぬ
る
）
は
「
語
表
現
か
。
東
歌
に
「
さ
ぬ
る
夜
ぞ
な
き
」
と

四
三
九
四
　
佐
尼
加
和
多
良
牟

四
四
一
六
　
麻
流
祢
世
婆
1
比
毛
等
加
受
祢
牟

四
四
二
〇
　
多
姚
乃
麻
流
祢
乃

四
四
二
二
　
阿
也
示
加
母
祢
毛

い
う
表
現

が
あ

る
。



移乎佐岐太多尼9-

な
ど
と
み
ら
れ
、
ネ
音
は
用
字
も
「
祢
」
　一
つ
で
示
さ
れ
る
。
東
歌
に
は
外
に
、

三
四
六
八
　
伊
利
伎
亘
奈
左
祢

が
あ
る
が
、
〈
イ
ヲ
ナ
ス
〉
の
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
束
国
歌
で
は

くい
I
ぬ
〉
の
関
係
意
識
が
強
く
は
み
ら
れ
な
い
。
寝
（
ネ
音
）
の
文
字
性
の
強
い
東
国
歌
で
は

く
い
I
ぬ
〉

の
ま
と
ま
り
は
、
そ
の
表
現
に
制
限
を
も
た
ら
し
か
ね
な
か
っ
た
。ニ
ネ
音
〉
だ
け
の
方
が
、
イ
メ
ー
ジ
に
も
表
現
に
も
便
利
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

た
と
え
ば
並
ん
だ
三
首
の
東
歌
を
挙
げ
て
み
石
。
　
　
　
　
　
　
　
一`

三
四
九
八
　
海
原
の
根
夜
波
良
古
須
気
あ
ま
た
あ
れ
ば
君
は
忘
ら
す
我
忘
る
れ
や

の
「
根
柔
小
菅
」
は
六
根
柔
〉
で
あ
っ
た
り
〈
寝
柔
〉
で
あ
っ
た
り
す
る
だ
ろ
う
。

三
四
九
九
　
岡
に
寄
せ
我
が
刈
る
草
の
さ
ね
草
の
ま
こ
と
柔
は
寝
ろ
と
へ
な
か
も

で
、「
佐
祢
加
夜
能
」
は
〈
寝
草
〉
で
あ
り
、
〈
柔
草
〉
で
あ
る
。

三
五
〇
〇
　
紫
は
根
を
か
も
竟
ふ
る
人
の
児
の
心
愛
し
け
を
寝
を
竟
へ
な
く
に

で
は
「
根
」
と
「
寝
」
は
相
関
的
に
意
識
さ
れ
て
い
る
。

山
の
嶺
（
ネ
）
に
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

三
五
一
二
　
I
嶺
ろ
に
言
は
る
も
の
か
ら
青
嶺
ろ
に
い
さ
よ
ふ
雲
の
寄
そ
り
妻
は
も

に
み
ら
れ
る
「
祢
」
音
は
、
嶺
で
あ
っ
た
り
、
寝
で
あ
っ
た
り
す
る
。

イ
音
を
使
っ
て
は
東
歌
の
構
成
が
難
し
い
世
界
で
あ
る
。
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「
移

（
い
・
寝
）
を
先

立
だ
ね
」

の
「
移
」
字
使
用

は
珍

ら
し
い
。
巻
十
八

、

教
喩
史
生
尾
張

少
咋
歌
一
首
井
短
歌

四

一
〇
六
　

波

奈
礼
居
丘
　

奈
介

可
須
移
母
我

比
毛

能
緒
能
　

移

都
我
利
安
比
丘

高
歌
一

首
井
短
歌

四
一

コ

ー
　
移
夜
時
自
久
示
　
　
　
　
　
　
　
　

上
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＜

庭
中
花
作

歌
一
首
井
短
歌

四
一

二

一
　
末
呂
宿
乎
須
礼

波
　

移
夫

勢
美
等

開
花
乎
　

移

丘
見
流
其
等
示

と
、
大
伴

家
持
の
歌

に
使
用

さ
れ
て

い
る
。

で

、
例
え

ば
「
移
座
見

流
其
等
示

（
い
で
み

る
ご
と
に
）
」

に
七
て

も
、
そ
れ
ま
で

は
、

三
九
五

七
　

伊
泥
多
知

奈
良
之

三
九
七
二
　

伊
泥
多
女

武

三
九

九
三
　

伊
泥
多
知

美
礼
婆

三
九

九
五
　

美
知
示
伊

泥
多
知
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四
〇
〇

六
　

伊
泥
多
知
丘

と
い
う
よ
う
に
「
伊
」

字
を
使
っ

て
き

た
の
で

あ
る
。

「
移
都
我
利

安
比
丘

」

と
い
う
珍
ら
し

い
表

現
は
、

一
七

六
七
　

伊
都
我

里
座
者

（
い
っ

が
り
居

れ
ば
）

と
見

ら
れ
る
。

「
移
母
」

と
い
う
表
記

も
こ
こ
だ
け
で

あ
る
。

「
移
夜
」

も
同

様

。

「
移
夫

勢
美
」

も
同
様

。

さ
て
そ

の
珍

ら
し

い
「
移
－

い
を
I

寝

を
先

立
だ
ね
」

と
し
て
、
〈
先
立
〉

に
は
次

の
よ
う
な
用
例

が
み
ら
れ

る
。

問
答
歌

一
一一

J

一

一

一
一
一

一

一

一

一

為

便
毛

無
片

恋
乎

為
登
比
日
示
吾

可
死
者
夢
所
見

哉

夢
見
而
衣
乎
取

服
装
束
開
示
妹

之
使
曽
先
示

来
（

さ
き
だ
ち
に
け

る
）

〈
妹
が
使
い
が
先
立
っ
た
。〉
　
夕
・
四

喩
族
歌
一
首
井
短
歌

四
四
六
五
　
…
…
於
保
久
米
能
麻
須
良
多
祁
乎
女
佐
吉
示
多
豆
　
（
さ
き
に
た
了

〈
ま
す
ら
た
け
を
を
先
に
立
て
て
〉
　
夕
・
下
二

と
い
う
具
合
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
、

〈
寝
か
先
立
つ
〉

〈
寝
を
先
に
立
て
る
〉
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の
二
様
が
考
え
ら
れ
る
。

古
事
記
中
巻
に
、
　
　

＼

加
都
賀
都
母
伊
夜
佐
岐
陶
亘
流
延
袁
斯
麻
加
牟

と
あ
っ
て
、
こ
こ
は
「
知
伊
須
気
余
理
比
売
立
於
最
前
」
と
い
う
状
態
だ
か
ら
、
伊
須
気
余
理
比
売
が
先
頭
に
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。
対

し
て
、
於
保
久
米
能
麻
須
良
多
祁
乎
七
佐

は
、
ま
す
ら
健
男
を
先
頭
に
立
て
てヽ
　 ヨ士

口
示

多

旦

で

あ

ろ

う

。

と
し
た
ら
、
「
寝
を
先
立

だ
ね
」

は
〈
寝
を
先
立
て

ね
〉

で
は

な
い
か
。

f
と
こ

ろ
が
ま
た
次
の
様

な
表
現

が
あ

る
。
　

こ

幸
于
吉
野
宮
之

時
柿
本
朝
臣
人

麻
呂
作
歌

三

八
　

…
…
上

瀬
示

鵜
川
乎
立
　
〈
ウ
カ
ハ
ヲ

タ
チ
ブ

と
よ
ま

れ
て
い

見

潜
前
人
作

歌
一
首

四

〇
二

三
　

…
…

夜
蘇
登
毛
乃
乎

波
宇
加
波
多

知
家
里

は
右
と
似

た
表

現
で

〈
ウ
カ
ハ
タ
チ
ヶ
リ
〉
。

遊
覧
布
勢
水

海
賦
一
首
井
短
歌

三

九
九

】
　

…
…

伎
欲
吉

勢
其
等
示

宇
加
波
多

知

は

〈
キ
ョ

キ
セ
ゴ
ト
ニ
　

ウ
カ
ハ

タ
チ
〉
　で
あ

る
。

贈
水
鳥

越
前
判
官
大
伴

宿
祢
池
主
歌
一

首
井
短
歌

る

○



13 －　 移乎佐岐太多尼

四
一
九
〇
　
：
…
・
和
我
勢
故
波
宇
可
波
多
念
佐
祢

は
〈
ワ
ガ
セ
コ
ハ
ウ
カ
ハ
タ
タ
サ
ネ
〉
。
タ
ツ
十
尊
敬
ス
。

四
一
九
∇

鵬
河
立
取
左
牟
安
由
能

は
〈
ウ
カ
ハ
タ
チ
〉。
と
よ
む
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

で
、
全
体
的
に
は
「
鵜
川
立
つ
は
鵜
飼
を
す
る
こ
と
」
（
集
成
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
三
八
「
鵜
川
乎
立
」
は
「
鵜
川
を
立
ち
」
「
上
の
瀬
で
鵜
飼
を
催
し
」
（
集
成
）
と
な
っ
て

ま
れ
て
い
な
い
。

潜
鶴
歌
」
首
井
短
歌

四
一
五
八
　
…
…
鵬
八
頭
可
頭
気
低
（
ウ
ヤ
ツ
カ
ヅ
ケ
言

贈
水
鳥
越
前
判
官
大
伴
宿
祢
池
主
歌
一
首
井
短
歌

四
一
八
九
　
…
・
‘・
早
瑞
示
水
鳥
乎
潜
都
追
（
ウ
ヲ
カ
ヅ
ケ
ツ
ツ
）

な
ど
の
表
現
が
あ
る
。

ま
た
、
山
部
赤
人
の
歌
に
、

一
〇
〇
一
　
大
夫
は
御
猟
に
立
た
し
を
と
め
ら
は
赤
裳
裾
引
く
清
き
浜
辺
を

と
い
う
歌
が
あ
り
、
井
村
哲
夫
氏
は
四
十
六
回
万
葉
学
会
の
講
演
会
で
、
こ
の
歌
は
、

マ
ス
ラ
ヲ
は
御
猟
を
な
さ
っ
て
お
り

オ
ト
メ
ら
は
赤
裳
を
裾
引
い
て
い
る

プ

な
ん
七
t
あ
清
ら
か
な
ヽ

ご
の
浜
辺
で
サ
O

一
　
と
い
う
構
図
で

、
こ
の

〈
御
猟
〉

は
「
騎
射
・

飾
騎
」
で

あ
ろ
う
と

さ
れ
る
。

い

る
。
〈
ウ
カ
ハ
ヲ

タ
テ
〉
　と
は

よ
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即

ち

〈
騎
射

を
な
さ
っ
て

お
り
〉

で
あ
り
、爪

立

た
す

（
立

つ
）
」
は

な
さ
る
・
催
す
こ

と
に
な

る
。

九
二

六
　

…
…
朝

猟
に
鹿
猪
踏

み
起
し
、
夕
狩

に
島
踏
み
立

て
　

馬
並

め
て
御
猟

ぞ
立

た
す
　

春

の
茂

野
に

と
あ

る
「
御
猟

ぞ
立
た
す
」

は

〈
狩
を
な

さ
る
〉

と
訳
し
て

い

い
だ

ろ
う

。

「
御
猟

に
立
た
し
」

は

〈
騎
射
に
出
席

（
参
加
）
〉

し
、
「
御
猟

ぞ
立
た
す
」

は

〈
狩
を
な

さ
る
〉

と

い
う
共

に
四

段
動

詞
で
あ

ろ
う

。

一
九
三

五
　

春
去

者
先
鳴
島
乃
鴬

之
事
先
立
之
君

乎
之
将
待

『
講
談
社
文
庫
』
二
言
先
立
て

し

『
角
川
文
庫
』

言
先
立
ち
し

「
鴬

の
言
先
立
ち

し
」

の
場
合

は
、
〈
う

ぐ
い
す

が
〉
　（
主
語
）－

言

を
先

立
つ
　（
述
語
）

と

い
う
形

か
ら

の
修
辞

で
あ
り
、
〈
寝

を
先
立
〉

に
似
て

い
る
か
も
知

れ
な
い
。

『
集
成
』

言
先
立
ち
し

。
ま
ず
は
じ

め
に
言
葉
を

か
け
ら
れ
た
。

古

事
記

に
ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

先
言

「
阿
那
迩
夜
志
　

愛
袁
登
古
袁
」

と
あ

る
の
を
西

宮
氏

は
「
マ
ヅ
」
と

よ
ん
で

い
る
。

兼
　

コ

ト
ア
ケ

シ
テ

延
　

先

ツ
言
ハ

ク

訓校先

マ

ヅ

ト

ノ

リ

タ

マ
ヒ

サ
キ
ニ
コ
ト

ア
ゲ
シ
王
ハ

ク

さ

き

に

と
言
ひ

朝
　

先
に
こ
と

と
は
く
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と
挙

げ
て
「

サ
キ
ニ
は
時

や
場
所

に
関
し
て
過

去

や
前

の
方

を
言

い
、

マ
ヅ
は
順
序

の
前

後

（
後

は
ノ
チ
ニ
）
を
言

う
」

と
説
明

さ

れ
て

い
る
。
し

た
が
っ
て
「
女

人
先
言
　

不

良
」
（
ま
た
汝
兄
先

憐
－

汝
弟
先

憐
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
「

マ
ヅ
イ
ヘ
ル
ハ
」
と

い
う
風

で
あ

る
。

従
来
の
例

は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ

果
　

コ
ト

サ
イ

タ
ツ
サ

カ
ナ
シ

寛
　

コ
ト

ヲ
サ
イ

タ
ツ
ヨ

カ
ラ
ス

訓
　

コ
ト

サ
キ
タ
チ
テ

フ
サ
ハ
ス

角
　

さ
き
だ
ち
言
へ

る
は
ふ
さ
は

ず

岩
　

さ
き
に
言
へ

る
は
よ
か
ら

ず

朝
　

先

に
こ
と
と
へ

る
は
ふ
さ
は

ず

桜
　

マ
ヅ
イ
ヘ
ル
ハ

よ

ガ
ラ
ス
　（
初
版
）

思
　

先

づ
言

べ
る
は
さ
が
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＜

と
い
っ
た

よ
う
に

〈
コ

ト
サ

キ
ダ

ツ
〉

が
多

か
っ
た
。
似

た
も

の
に
万

葉
集

一
九
三

五
「
事
先

立
」

が
あ
る
。
〈
コ
ト

サ
キ

ダ
ツ
〉

と
訓

め
ば
、
単
に
時
間
で

の
先
の
方

を
示

す
こ
と

に
な
る

が
、
そ

れ
が
儀
礼

や
慣
習

に
含
ま

れ
れ
ば
自
ら
、
順

序
に

も
な
る
だ
ろ
う

。

四

〈
順
序
〉
と
い
え
ば
、

三
三
八
八
　
筑
波
嶺
の
嶺
ろ
に
霞
居
過
ぎ
か
て
に
息
づ
く
君
を
率
寝
て
遣
ら
さ
ね
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な
ど

は
〈
マ
ヅ
寝
て
帰
し

て
や
り
な

さ
い
よ
〉

か

も
知

れ
な

い
。
第
三

者
か

ら
前
後

を
つ
け
て

い
る
。

「
移
乎

佐
岐
太

多
尼
」

で
は

く
ま
ず
共

寝
を
し

よ
う
よ
〉
〈
寝

る
こ
と

、
そ

い
つ
を
先
立

て
よ
う
〉

と
相
手

に
言
っ
て

い
る
。
「

先
立
」

を
人
間

が
順
序

と
し
て
構
成
し

て
い

る
わ
け

で
あ

る
。

「
移
乎
佐

岐
太
多
尼
」

を

〈
イ
モ
＝
妹
　

先
立

だ
ね
〉

と
考
え

た
こ
と

が
な

か
っ
た
わ
け
で

は
な

い
。

略
　

イ
モ

サ
キ
タ
タ
ニ

ー古
　

イ
モ

サ
キ
タ
タ
ネ

『
略
解
』

さ
て
い
せ
人
稲
掛
大
平

が
説

に
移
乎

は
伊
毛

の
誤
な

る
べ
し

と
い
へ
り
、

か
く
て

は
い
と
お
だ

や
か
に
き
こ

ゆ
。

と

い
う

に
対

し
、

『
疎
』

も
し
、
「
妹

さ
き
立

だ
ね
」

で
あ

る
と

、
調
子

の
上

の
屈
折

が
あ

ま
り
に
激
し

く
て
、
不

安

に
な
る
嫌
ひ

が
あ
る
。

と
し
て

、
『
口
訳
万

葉
集
』

で

は
「
寝
を
先
立

た
に
」
と
す

る
。

『
万
葉
東

歌
』

妹
で

は
、
上
に
「
汝

を
」

と
あ

る
の
に
対
し
て
、

お
だ
や
か
で

な
い
。

と

あ
る
。

ご
二

一
二
　

妹
之
使

曽
先
示

来

（
先

だ
ち
に
け

る
）

霊
異
記

中
二
　

佐
岐
多

知
踏

め
る

仏
足
石

歌
　

大
夫

の
進
み
佐
岐
多

智
踏
め

る

と
〈
人
事
〉

に

於
て
は

〈
先
に
立

つ
〉

で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　

◇

イ

モ
は
東
歌

に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈

4
7
2
6
9
3

・
9
6
4
9
0
6
8
9
7
2
4

’
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
7

尹
　
　
　
　
　
5
5
6
7
8
2
3
4
7
7
8
8
8
8
2
4
5
6
　
　
　
　
　

支
　
　
　
　
　
　
　
　
7

f

毛
　

3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5

（

和

イ

毛

）
5
6
5

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3
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伊
母
　
言

淵

（
和
伎
甘
）
∃
⊇

と
出
て
い
る
。
こ
の
表
記
は
万
葉
集
で
は
一
般
的
と
い
づ
て
い
い
。

だ
か
ら
「
移
乎
佐
岐
太
多
尼
」
を
〈
妹
先
立
だ
ね
〉
と
す
る
の
は
一
見
無
理
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
「
移
母
」
と
い
う
表
記
は
先
に
み

た
。
〈
妹
が
先
立
つ
〉
十
希
求
〈
ネ
〉
で
あ
る
。

〈
先
立
つ
〉
は
前
に
、
「
あ
る
事
を
他
の
事
よ
り
も
先
に
す
る
意
。」
と
い
う
全
集
の
注
を
あ
げ
て
お
い
た
が
、
先
に
立
つ
、
先
頭
に
立

つ
と
い
う
意
も
あ
右
で
あ
ろ
う
。
全
集
で
は
続
け
て
、
T
不
は
希
求
。
話
し
手
七
相
手
と
が
共
同
し
て
事
を
行
な
う
場
合
は
一
般
に
願
望

の
ナ
を
用
い
る
が
、
共
寝
に
は
命
令
な
い
し
希
求
の
形
を
と
る
。」
と
い
う
。

東
歌
に
み
ら
れ
る
「
ネ
」
と
「
ナ
」

三
三
六
四
　
引
か
ば
寄
り
来
ネ

三
三
七
八
　
我
に
な
絶
え
そ
ネ

三
三
八
〇
　
言
な
絶
え
そ
ネ

三
三
八
八
　
率
寝
て
や
ら
さ
ネ

三
三
八
九
　
袖
は
振
り
て
ナ

三
三
九
八
　
言
な
絶
え
そ
ネ

三
四
ヱ
ハ
　
吾
を
な
絶
え
そ
ネ

三
四
二
［
　

雷
な
鳴
り
そ
ネ
　
　
　
　
十

三
四
二
六
　
紐
結
ば
さ
ネ

三
四
二
八
　
寝
処
な
去
り
そ
ネ
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三
四
三
二
　
我
を
か
づ
さ
ネ
も

三
四
三
九
　
水
を
た
ま
ヘ
ナ

三
四
四
四
　
背
な
と
摘
ま
さ
ネ

三
四
五
四
　
つ
ま
寄
し
こ
せ
ネ

三
四
六
七
　
入
り
来
て
寝
さ
ネ

三
四
九
六
　
い
で
吾
は
行
か
ナ

三

五
一
四
　

君

に
着
き

な
ナ

三
五
二
六
　

な
よ
思

は
り
そ
ネ

三

五
五

七
　

忘

れ
は
為

な
之

三
五
七

五
　

な
咲

き
出

で
そ
ネ

と
、
東

歌
の
ネ

（
希
求
）

は
お

よ
そ
形

式
的
、
尊

敬
的
で
あ

る
。
即

ち
集
団
性

、
一
般
的
で

あ
る
。

「
妹
先
立

だ
ね
」
（
妹

＝
あ

な
た
が
先

立
っ
て
行

っ
て
ほ
し

い
）

と
し
て
、
こ

れ

が
ど
ん
な
所
に
位
置

す
る
か
を
考
え

て
み

る
と
、

¬
ナ

ソ
ネ
」
と

い
う
形

式

が
多

い
の
は
そ

れ
と
し
て
、

「
率

寝

て

や

ら

サ

ネ

」

「
紐

結

ば

サ

ネ

」

「
背

な

と

摘

ま

サ

ネ
」

「
入

り

来

て

寝

サ

ネ
」

は

敬

意

表

現

で

あ

る
。
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「
雷

な
鳴
り
そ
ネ
」

は
雷

に
対
し
て

、

「

つ
ま
寄
し
こ
せ
ネ
」

は
麻
手
小
会

に
対
し
て
、

「

な
咲

き
出

で
そ
ネ
」

は
か
ほ

が
花
に
対

し
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
j

い
わ
ば
人
間
以
外

の
相
手
に
希

っ
て
い

る
。

こ
ん
な

と
こ

ろ
か
ら
希
求

の
「
ネ
」
は
一
回

的
な
事
実

を
表

現

さ
せ

よ
う
と
し
て

い
る
の
で
は

な

て
下

さ
い
〉

と
い
う
儀
礼
的
表

現
、

い
わ

ば
挨
拶
的

な
歌

で
あ

ろ
う

。

場
面

と

し
て
は
「
汝
を
立

て
て
行
き

つ
ま
し
じ
」
だ

か
ら
妹
は
立

ち
残

る
形

で

あ
る
。

三

五
六
七
　

置

き
て
行

か
ば
妹

は
ま
か

な
し
持
ち
て
行

く
梓
の
弓

の
弓
束

に
も

が
も

三

五
六
八
　

後
れ
居
て
恋
ひ

ば
苦
し

も
朝
狩

の
君

が
弓

に
も
な

ら
ま
し
も
の
を

と
同
じ
状
態

で
、
〈
一

緒
に
行
こ

う
〉

と
誘
っ

て
い
る
送
別
儀
礼

の
歌
の
位
置

に
あ

る
。

五

「

汝
を
立
て
て
…

…
妹
先
立

た
ね
」
と

い
う
二

段
構
造
風

な
も
の

が
あ
る
か
ど
う

か
と
い
う
と
、

三
四
四
〇
　

こ
の
川

に
朝
菜
洗
ふ
児
1

汝
も
吾

も

三
四
五
四
　

庭

に
立

つ
麻
手
小
裳
－

麻
手

9　
　
な

ど

少

例

は
見

ら

れ

る

。

小
会

一
　
一
七
四

一
　

…
…
己

が
心
か

ら
I

お
そ

や
こ

の
君

い
だ
ろ
う

ズ
あ
な
た

が
先
立

っ
て
行
っ
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一
七
四
四
　
…
…
鴨
ぞ
翼
霧
る
I
お
の
が
尾
に

一
九
四
一
　
…
…
呼
ぶ
子
1
　－

鳴
き
や
汝
が
来
る

二
一
六
五
　
…
…
か
は
ず
妻
呼
ぶ
I
妻
ま
か
む
と
か

二
七
二
二
　
吾
妹
子
が
笠
の
借
手
の
和
塹
野
に
わ
れ
は
入
り
ぬ
と
妹
に
告
げ
こ
そ

三
八
一
三
　
我
が
背
子
が
袖
返
す
夜
の
夢
な
ら
し
ま
こ
と
も
君
に
逢
ひ
だ
る
ご
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ド

二
九
〇
八
　
お
ほ
ろ
か
に
我
れ
し
思
は
ば
人
妻
に
あ
り
と
い
ふ
妹
に
恋
ひ
っ
つ
あ
ら
め
や

三
〇
一
一
　
我
妹
子
に
衣
春
日
の
宜
寸
川
よ
し
も
あ
ら
ぬ
が
妹
が
目
を
見
む

ご
二
I

五
　
息
の
緒
に
我
が
息
づ
き
七
妹
す
ら
を
人
妻
な
り
と
聞
け
ば
悲
し
も

こ
の
辺
、
少
し
様
子
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
が
、
同
一
対
象
が
二
様
に
表
現
さ
れ
て
い
る
点
で
は
似
た
構
造
で
あ
る
。
長
歌
に
な
る
と
、

三
二
八
　
我
が
背
子
は
待
て
ぞ
来
ま
さ
ず
…
…
ふコ
更
仁
君
来
さ
め
や
…
：
こ
っ
つ
つ
に
は
君
に
は
逢
は
ず
…
…

と
繰
り
返
さ
れ
夕
こ
と
も
あ
る
。

で
「
汝
を
立
て
て
」
－

「
行
き
か
つ
ま
じ
」
－

「
妹
先
立
だ
ね
」
と
い
う
送
別
儀
礼
的
表
現
は
、
防
人
歌
に
、

四
四
二
九
　
厩
な
る
縄
絶
つ
駒
の
後
る
が
へ
妹
が
言
ひ
し
を
置
き
て
悲
し
も

四
三
四
七・
　
家
に
し
て
恋
ひ
っ
つ
あ
ら
ず
は
汝
が
佩
け
る
太
刀
に
な
力
て
も
斎
ひ
て
し
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈

と
す
る
よ
う
な
表
現
を
基
に
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
送
別
歌
は
〈
置
く
〉
〈
残
る
〉
〈
後
れ
る
〉
な
ど
を
基
本
語
に
し
て
い
る
。

四
三
二
五
　
父
母
も
花
に
も
が
も
や
草
枕
旅
は
行
く
と
も
捧
ご
て
行
か
む

四
三
二
七
　
我
が
妻
も
絵
に
描
き
取
ら
む
暇
も
が
旅
行
く
吾
は
見
つ
つ
偲
は
む

と
も
よ
ま
れ
て
い
る
。
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ほ
か
の
巻
で
は
、

一
［
五
　
後
れ
居
て
恋
ひ
っ
つ
あ
ら
ず
は
追
ひ
及
か
む
…

五

四

三
j

…
…

わ

が

背

子

が

行

き

の

ま

に

ま

に

追

は

む

と

は

：
：

犬

＼

五

四

五
　

わ

が

背

子

が

跡

ふ

み

求

め

追

ひ

行

か

ば

…

な

ど

は

後

を

追

う

表

現

で

あ

る

が

、

一

緒

に

来

た

例

に

、

五

六

六
　

草

枕

旅

行

く

君

を

愛

七

み

副

ひ

て

そ

来

し

と

あ

る

。

す

べ

て

送

別

儀

礼

の

表

現

で

あ

る

。

巻

十

二
　
　
　
　
　
　

上
　
　
　
　
　
　
　

〈

三

一

九

二
　

梓

弓

末

は

知

ら

ね

ど

愛

七

み

君

に

副

ひ

て

山

道

越

え

来

ぬ

は

右

の

五

六

六

の

歌

と

同

趣

の

歌

で

あ

る

。

悲

別

歌

の

最

後

の

歌

は
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

』
　
　
　
　
　
一
　一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
r
　
　
　
　
　
l

三

二

［

○
　

あ

し

ひ

き

の

片

山

雄

立

ち

ゆ

か

む

君

に

お

く

れ

て

う

つ

し

け

め

や

も

は

東

歌

の

、

三

三

七

五
　

武

蔵

野

の

小

岫

が

雄

立

ち

別

れ

去

に

し

宵

よ

り

背

ろ

に

逢

は

な

ふ

ょ

に

似

て

い

る

。

次

の

問

答

歌

、‘
　

《

三

二

一

一

ト
　
三
二

二

玉
の
緒
の
う
っ
し

心
や
八
十
揖
か
け
漕
ぎ
出
む
船
に
お
く
れ
て
居
ら
む

一
　
八
十
揖
か
け
島
隠
り
な
ば
吾
妹
子
が
留
れ
と
振
ら
む
袖
見
え
し
か
も

と

つ
な
か
っ
て

い
’る
よ

う
に
思

わ
れ

る
ノ

三

二

」
一
と
三
「

二

二

の
問

答
の

よ
う
に
三
一
▽
一
〇

も
用

い
ら

れ
た
か

も
知

れ
な

い
。
「
君

に
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お
く
れ
て
う
つ
し
け
め
や
も
」
「
王
の
緒
の
う
つ
し
心
や
…
お
く
れ
て
居
ら
む
」
は
共
に
行
く
と
い

三
二
I
五
　
白
樗
の
袖
の
別
れ
を
難
み
し
て
荒
津
の
浜
に
屋
取
り
す
る
か
も

三
二

ヱ
ハ
　
草
枕
旅
行
く
君
を
荒
津
ま
で
送
り
そ
来
ぬ
る
飽
き
足
ら
ね
こ
そ

と
い
う
の
は
途
中
ま
で
女
が
送
り
に
来
て
い
る
。

右
の
I「
問
答
（
歌
）」
と
い
う
項
目
は
送
別
儀
礼
の
一
つ
の
定
形
で
あ
今
つ
。

つ
気
持

を

い
っ
て

い
る
。

女
は
「
お
く
る
が
へ
」
と
表
現
し
、「
荒
津
ま
で
送
り
」
来
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
送
り
に
は
限
度
が
あ
る
か
ら
、
送
り
手
が
先
に
立
つ

わ
け
で
あ
ろ
う
。

妹
が
先
に
出
発
し
、
男
が
後
か
ら
行
く
と
い
う
〈
順
序
〉
に
把
握
す
れ
ば
「
マ
ヅ
」
－

「
ノ
チ
ニ
」
と
い
う
表
現
に
な
る
。の
か
も
知
れ

な

い

○

万
葉
集
に
「
マ
ヅ
」
は
、

四
四
九
〇
　
あ
ら
た
ま
の
年
行
き
反
り
春
立
た
ば
末
豆
我
が
や
ど
に
う
ぐ
ひ
す
は
鳴
け

四
一
八
二
　
ほ
と
と
ぎ
す
飼
ひ
通
ら
せ
ば
今
年
経
て
来
向
う
夏
は
麻
豆
鳴
き
な
む
を

四
四
六
三
　
ほ
と
と
ぎ
す
麻
豆
鳴
く
朝
明
い
か
に
せ
ば
我
が
門
過
ぎ
じ
語
り
継
ぐ
ま
で

八
一
八
　
春
去
れ
ば
麻
豆
咲
く
や
ど
の
梅
の
花
ひ
と
り
見
つ
つ
や
春
日
暮
ら
せ
む

二
（
五
三
　
今
の
ご
と
心
を
常
に
思
へ
ら
ば
先
咲
く
花
の
地
に
落
ち
め
や
も

一
八
九
五
　
春
さ
れ
ば
先
三
枝
の
幸
く
あ
ら
ば
後
に
も
逢
は
む
な
恋
ひ
そ
我
妹

一
九
三
五
　
春
さ
れ
ば
先
鳴
く
鳥
の
う
ぐ
ひ
す
の
言
先
立
ち
し
君
を
し
待
た
む

二

二
二
六
　
梅
の
花
先
咲
く
枝
も
手
折
り
て
ぱ
っ
と
と
名
付
け
て
よ
そ
へ
て
む
か
も
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と
あ

っ
て
、
主
と
し
て
季

節
的
な

も
の
の
順

序
を
示

七
、
人
間
で

の
場

合
は
み

ら
れ
な

い
。
一

つ
だ
け
先
掲

の
、

一
九
三

五
　

春

さ
れ
ば
先

鳴
く
島

の
う
ぐ
ひ
す

の
言
先

立
ち
し
君

を
し
待
た
む

の
場

合

に
、
「
先

鳴
1
　
乃
」
よ

鴬

の
）
「
事
先
立
之
」
、
序
詞
十
人
事

の
形

が
み

ら
れ
る
。

鴬

が
「
春

さ
れ
ば
先
鳴
く
鳥
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ

が
主
語
で

、「
事
先

立
之
」
と
い
っ
て

い
る
こ

と
は
判

る
。
だ
か
ら

そ
れ
は
〈
先

に
言
っ

右

と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

い
わ
ば
季

節

（
島
）

が
人
事
に
掛

け
ら
れ
て

い
る
。

だ
か
ら
遂

に
人
事

で
は
「
先

立
」

は
自

然

よ
り
は

も
っ
と
複

雑
、
混
乱

し
て
し

ま
っ
て

い
て
、
〈
順

序
〉

よ
り
は
、
〈
気
持
〉
　（
意
志
的

な
も
の
）

に

な
っ
て
い
た
の
で

は
な

い
か
。
人

の
場
合
は
何

か
を
先
立
て

る
こ
七

が
で

き
た
と

い
う
風

に
。

お
前
を
残

し
て

は
行

け

そ
う
に

も
な

い
。
（
こ

の
私

の
行

く
道

を
）
先

立
っ
て
行

っ
て

く
だ

さ
い
、
と

い
う
こ

と

が
で

き
た

の
で
は
な

４
　
I
　

○

と

工
ノv

「
移
乎
」
（
イ

ヲ
）
を
「
移
毛
」
（
イ

モ
）
と
す

る
よ
う

な
国
語
学
的
根
拠

と

い
う

の
は
難
し

三
四
一

八
　

上
毛

野
佐
野
田

の
苗

の
武

良
奈
倍
示

事

は
定
め

つ
今

は
如

何
に
せ

も

こ

の
　「
ム
ラ
ナ

ヘ
」

は
、

群
苗

2
3
　群
苗

十
う
ら
な

い

-

う

ら

な

へ
　（
う

ら

な
ひ

）
　の

庶

い
。
そ

ん
な
理
論
は
直
観
性

を
霧
散

さ
せ

る
。
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の
よ
う
な
幅
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
M
U
ら
な
へ
の
中
に
U
ら
な
い
が
含
ま
れ
て
い

三
四
八
〇
　
欲
太
知
伎
努
可
母

四

Ξ
一
一
　
阿
須
由
利
也
・：
伊
牟
奈
之
示
志
亘

る
。
そ

し
て
U

は
O

と
し
ば
し

ば
交

換
す

る
。

四
三
二
七
　
伊
豆
麻
母
加

四
二
四
「
　

由
伎
加
佐
努
加
毛

四
二
四
四
　
和
須
例
勢
努
加
毛
　
　
　
　
　
　

＜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土

M
U
は
U
を
含
み
、
U
は
O
を
含
み
、
O
は
W
O
を
含
め
る
と
し
た
ら
、
逆
に
W
O
は
M
O
を
含
め
る
か
も
知
れ
な
い
。

「
あ
ら
た
ま
の
伎
倍
の
林
に
汝
を
立
て
て
」
の
〈
林
〉
と
い
う
の
は
送
別
儀
礼
の
目
安
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
暫
く
歩

り
返
っ
て
も
、
そ
こ
は
見
え
て
い
る
。

三
三
六
三
　
我
が
背
子
を
大
和
へ
遣
り
て
ま
つ
し
だ
す
足
柄
山
の
杉
の
木
の
間
か

と
い
う
歌
が
あ
り
、
防
人
歌
に
’、

四
三
七
五
　
松
の
本
の
娃
み
た
る
見
れ
ば
家
人
の
我
を
見
送
る
と
立
た
り
し
も
こ
ろ

と
詠
ま
れ
て
い
る
。

一
九
　
へ
そ
が
た
の
林
の
さ
き
の
狭
野
榛
の
衣
に
着
く
な
す
目
忙
つ
く
わ
が
背

と
～い
う
歌
に
は
人
林
の
さ
き
〉
に
見
送
っ
て
い
た
人
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
　
　
　
　
I
　
　
　
Ｉ
　
　
　

Ｉ

い
て

来
て
振

で
、
上
三

句
を

送
別
儀
礼

の
典
型

的
背
景

と
見

る
。
そ
こ

に
〈
汝
を
残
し

て
、
行
き

か
つ
ま
し
じ
〉
で

あ
る
。〈
妹
よ
、
先

に
立

フ
て
行

つ

て
ぐ

だ
さ
い
〉
。
・＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一


